
障がいのある子どもとその家族のための支援講座 vol.2 2015.10.31 
アンケート結果（回答数 18） 

１、所属についてお尋ねいたします。※重複回答あり 
①保育園・幼稚園 2 ②児童福祉施設等 2 ③行政職員 2 
④学生 2 ⑤小学校 0 ⑥成人福祉施設等 1 
⑦保護者・家族 4 ⑧相談支援事業所 2 
⑨その他 5 議会議員、相談員、地域活動センターライズアップ＋ 

 
２、本日の講座の評価 
  
 
 
 
 
 
３、そう思われた理由をお聞かせください 
  ○予想以上 
  ・リフレーミングが楽しかった 
  ・どうしても悪い事、欠点ばかりに目を向けてしまう。我が子に対しての考え方を変えるきっかけになった 
  ・ワークショップを通じて、気づくことが多かった 
  ・行政としてすべきこと、不足していることを気づかせていただいた 
  ・自分が感じていた事を同じく感じました 
  ・家族のための支援講座は初めてでした 
  ・気にかけているという思いを伝える。名前は下の名で呼ぶ 
  ・知る事 
  ・子育て支援計画への提言、HP の変更 
  ・先生の話は 3 度目になるが具体的でわかりやすいものでした。町の子育て支援の資料もあり課題も知るこ

とができた 
  ○予想したもの 
  ・子育て HP～ 
  ・価値観を共有でき、考えの肉付けができた 
  ・障害があろうがなかろうが、かけがえのない人生を生きていること。その人生のはじまりの時期を共に過

ごす自分たちの役割。親になったことが喜びになるような言葉がかけられるよう・・・気づきが多かった 
  ・リフレーミングをわかりやすく伝えていただいたのが良かった 
  ・見方を変えるようにしていこうと思った 
  ・言葉ばかりが出てくるのかと思っていましたが、色んなお話を伺えてよかったです。リフレミング、知る

事ができよかったです 
 
４、今日の講座に参加して、行動に移せるものが見つかりましたか 
                     （リフレーミング 名前 HP の変更） 
 
 

予想以上のものを得られた 8 
予想したものを得られた 9 
どちらでもない 0 
予想していたものとちがった 1 
うるものがなかった 0 

はい 17 
いいえ 1 



５、もっと良くするためにはどうすればいいか あなたの率直なご感想をご意見をお聞かせください 
  ・障がいを持った子の親への情報をもっと広げてほしい ―① 
  ・行政やもっと身近な保育園、幼稚園、学校が、障害者への理解や知識を持ってもらいたい―② 
  ・見方を変えていくことの大切さと実践が育つ社会の形成－③ 
  ・もっと多くの人が、障がいのある人を理解すること―③ 
  ・私自身が変わる事！人にやさしく、見る目が変わりました。LGBT の事、何も感じ気にしなかった事、受

け入れたいと思います―⑤ 
  ・子育て支援について会議の中で話し合いたい。相談支援の相談の中でリフレーミングしていきたい―⑧ 
  ・子育て支援の中に障がい―⑨ 
  ・信頼関係を構築する上でも区別せず包括的な施策になるような見直し―⑨ 
  ・現場（こども園）では現実、保護者を支援していく上で難しいことがいっぱいあります。その都度、迷い、

これでよかったのかと悩むことも多々です。親の思いに寄り添うことと子どもの最善の利益・・を基軸に

置きながら実践していきたい―① 
  ・見方を変えるようにしていこうと思った―⑤ 
  ・ありがとうございました―⑨ 
 
６、今後、家族支援講座で取り上げてもらいたい研修テーマがありましたら、どうぞ。 
  ・どうしても父親は子供と接する時間も短いので、父親のテーマがあれば 
  ・父親研修 
  ・今はなにもわかりません。前進したいです（明るく） 


